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＜連絡事項＞

・病院事務G庶務Tより、4/2（月）より、オーダリングシステムを運用致しますので各部署、病棟からの日用品発注は全てWIZのオーダリングより入力になります。
・現在使用している日用品発注画面

・発注伝票（紙）での発注

・板に記入しての発注（管理棟2F事務室設置）

上記の発注方法は使用禁止ですので、WIZ発注して下さい。
商品リストの不足、リスト上に無い商品、その他使用方法について不明な点は、庶務Ｔ連絡し確認して下さい。修繕の発注については変更ありません。

＜患者様連絡事項＞

中澤　匠様～バイタルの異常はなく、無呼吸やてんかん発作がない事、食事や水分も摂れ身体症状改善された事から、主治医より東Ｃユニットへ移動の指示がありました。本日の午後に移動します。移動後は歩行状態に注意し、ＡＤＬを低下させないよう出来る事は自分で行って頂く様にして下さい。

杉澤　恵子様～主治医より長期的な入院治療。生活リズムの改善。糖尿病に対し食事療法、運動療法の実施。の方針と入院後2週間程で東病棟から西病棟へ移動の指示があり。本日、15：00西Ｂユニットへ転出します。御家族へは電話連絡済みです。

＜退院療養検討会議＞

杉本　光子様（56）　

主病名：統合失調症　合併症：重度知的障害、ヒステリー、てんかん

主治医：川端先生、担当Ｎｓ：鈴木ＭＮｓ、担当ＳＷ：下平、末政

入院日：平成18年12月27日　　退院予定日：平成19年3月31日

○本人の意向と治療意思（看護）

外来での治療と自宅で夫と生活して行きたいと希望している。
退院後はホームヘルパー（１時間/日） デイサービス（３回/週）・ 訪問看護（１回/週）利用する事については了解している。

○家族の意向と受け入れ態勢

夫様からも退院し外来通院での治療希望あり、受け入れは問題ないとの事。

○利用できる社会資源

青明舎のケアマネージメントサービス訪問予定。 
ホームヘルパー（１時間/日）、妙光苑 デイサービス（３回/週）、 訪問看護サービスステイション五福（１回/週）を利用して行く。又、団地の管理組合でも見守りを行なうとの事。

○日常生活レベルでの援助の必要性

手の振るえを訴える事あるが日常生活動作は概ね自立している。

○社会生活上の問題点

幻聴や妄想に左右された言動、行動により近隣の方とトラブルにいたる可能性がある。単独での通院は困難である為、外来通院時はホームヘルパーが付添うとの事。

　困った場合、相談したい事、自分で判断できない事がある場合は、日中は青南病院、夜間は青山荘で電話を受け付けている事を説明する。

○服薬の認識
服薬は必要であると思ってはいるが、認識が十分とは言えない。

○期待されるゴール

衝動性をコントロール出来る。人のコミュニケーションが円滑にはかれる。
自分の気持ちを相手に伝えることができる。・自宅での日常生活が自立できる。

○今後必要とされるリハビリテーション

・外来通院。・妙光苑のデイサービス

○退院可能時期及び退院に必要とされる条件

興奮や他者への迷惑行為がなくなる。家族の受け入れ態勢が整う。
＜作業報告＞

寺地　利代子様

ＯＴ：表情冴えず、病院やスタッフへの不満を訴えています。「転院する。この病院はレベルが高すぎる」と気分が不安定で帰棟要求も多く、帰棟する事が見られています。マンツーマンで付添い、短時間で出来るような単純作業（ワイヤーフラワー作り）をする事で参加出来るようになってきている。
病棟：家族関係が悪く、本人からの電話は着信拒否、手紙も受け取り拒否の状態で衣服もすべて破棄したとの事。本人は不安や自己の欲求が満たされない事でイライラ感を表出し不安を訴え、治療の必要性も理解できていない状況。病棟では本人からの要求や訴えの際は病棟スタッフが家族へ電話連絡し嗜好品や私物、面会の依頼していました。以前に比べると依頼後は面会に来られ、私物購入の了承や最近はスタッフ付き添いでのヨコマチストアーまでの外出、４月中旬頃の外出も予定の許可をされています。本人がその家族関係の少しづつの変化に気付き、回復に向かっている事を自覚し、治療に取り組む事で更なる関係改善が出来る事をアドバイスしています。　　













